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はじめに

日露戦争 につ いては、外交や経 済や軍事 の方面 の他 に、最近で は教科書 、報

道 、墓所 、記念碑 、建造物、図像 、映像、文学、性別な ど公文書か らは浮 かび上

がりて こない人々の文化、体験 、考 え方 を探 った研究 が増 えてい る1。政治家や

軍人や財 閥の視点ではな く、 日常生活の視 点で 目露期 を捉 えよ うとい うもくろみ

で、大国家事業が もた らした一時的熱狂が さまざまな形で分析 されている。 国家

権力対抵抗す る民衆 とい う従来の民衆史の図式 にあてはま らない見方、両者 の協

力ない し共謀 関係を浮 き彫 りにす るよ うな見方が現れてい る。 た とえば国家 の宣

伝 を虚像 の押 しっけ と一方的 に解 釈す るのではな く、それを信 じる国民の心情 の

醸成 とい う観点か ら捉 えるよ うな論考が出ている。国民感情やそれ を支 える銃後

のメデ ィアや商品が論 じられて きたが、まだ歌 についての包括的 な研究は出てい

ない よ うだ。 ここでい う歌 は節 をつ け、感情 的に高め られた声 の表現全般 を指

し、感情 の発露の一様態 として欠かせ ない。軍歌 のよ うな明治 に生まれた種 目か

ら琵 琶歌や浄瑠璃の ような伝統的な語 り物、それ に詩吟や俗 曲までを含 む。 日露

戦争期の音楽 については もちろん軍歌 についての著述が多いが、それに尽 きるわ

けではな く、その裏面にあたる伝統的 な種 目をあわせて考 える必要があ る。 いず

れ も既存 の修辞法 に則 って、国民 的な大事件 を描 いていて、際物 的な性格 が強

い。 量産 され たが流布 した曲はわず かで、そのなかで後世まで残 ったのはほんの
一握 りにすぎない。それ だか らこそ 、一時的な沸騰状態の様 子がよく映 し出 され

てい る。 本論文 は官が発注す る軍歌 か ら巷で もてはや された ロシア侮蔑歌までを

概観 す ることで、 日露戦争期 の文化 の一側面を照 らすだ けでな く、教育音楽や軍

楽隊、 コンサー ト音楽中心に調べ られ てきた近代 日本 の音楽史の手薄な部分 を補

うことを意図 している。

軍歌

戦争が直接 作 り出す音楽の代表 は軍歌 である。西洋音楽文化 と出会 って初 めて

生 まれた種 目で、学校唱歌 とは歌詞 の傾 向違いはあっても、音楽構造上の違 いは

ない。 四分の二か四分の四拍子 、四小節 単位の構造 、西洋長音階を 日本風に合 わ

せ た ヨナ抜 き長音 階で書かれた旋律 、一音一 シラブル の歌詞。 こ うい う特徴 は両

者 に共通 してい る。歌詞内容に違 いがある と述べたが、唱歌の徳育思想 と軍歌の

愛 国思想 の間には互換性があ り、唱歌集 のなか には軍歌 と分類 して も差 し支 えな

い 曲も含 まれている。 日清戦争 以前には過去 の事跡 を扱 った 「抜刀隊」 「元寇」

のよ うな軍歌が作 られたが、戦争が近づ くと中国への敵愾 心をあおる歌が現れ、

唱歌 ・軍歌 に合わせ て行進す る兵隊 ごっ こが子 どもの間ではや った。唱歌や軍歌

は路上 の歌 い手 によって替 え歌が作 られ、従来 の唄 とは違 うタイプの音楽的感性
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を人々に広めた。

いったん型ができあが ると、唱歌 も軍歌 も量産 され た。 日清戦争期 には大 きな

戦闘、武勲 があるたび に間髪 を入れず歌が発表 された。作詞作 曲家の創造性 が向

上 した とい うよ り、戦時緊急出版体制 に対応 で きるよ うになった見 るほ うが正 し

い。新聞社 の歌詞の一般募集 もあ り、文学者 が優秀作を選び 、作 曲家が旋律 をつ

けるとい う昭和 に花 開 く募集歌の動員体制、流れ作業が、既 にこの時期 に稼動 を

始 めた。数百曲の うち、人工に膾炙 したのはご くわずかだったが。

同 じ体制 は十年 後 に も繰 り返 され た。 唱歌 の作者 が同 時 に多数 の 軍歌 を作

って、 非常 に多 くの軍歌集 が出版 され た。 そ のなか で最 も官 に近い 一冊 は、

文 部省編 纂 『戦争 唱歌』 第一 ・二編(日 本 書籍)だ ろ う。 第 一編 は開戦 の年

の11,月13日 に初版 が 出 て、 一 ヵ.月後 に は一 五刷 に達 して い る(民 音音 楽資

料館 所蔵)。 相 当な売れ 行 きだ った と見て よい。 曲 をつ づれ ばそ のま ま戦 史

にな る。 まず 「ロシヤ征 討 の歌 」に始 ま り、 「第一 回旅 順 口攻撃及 び仁 川 沖

海 戦 の歌」(1904年2.月9日 、2月24日)、 「九 連城 占領 の歌 」(5,月1日)、

「南 山占領 の歌」(5 ,月26日)、 「得利 寺附近戦争の歌」(6月15日)、 「旅 順港

外海戦の歌」(7月30日)ま でが第一編 に収 め られている。第二編(1905年3月15

日発行)は 明治天皇御製 「児 らはみな」に始 ま り、 「兵士の門出」 「8月10日の海

戦」、 「蔚 山沖の海戦」(8月14日)、 「遼陽 占領」(9月1日)、 「野戦病院」、

そ して最後 に 「戦死者葬 送」で終わ る。 この巻 が出たころには、非常 に多 くの戦

死者 が出ていて、遺族に対す る配慮が この曲を最後 に置 く編集 になったのか もし

れ ない。御製 歌に始ま り、 「亡き霊」の葬送 に終わる構成は意図的に国=大 君の

ための名誉の戦死 を讃 えている。作詞は佐佐木信綱作 と明記 されてい る数 曲以外

は 厂本省吏員」に帰 され、作 曲は上真行(う えさねゆき)、 小 山作之助、楠 美恩

三郎 の三人が当た り、 この うち上が最終的なチェ ックを した とある(三 人 とも東

京音楽学校の教師)。 曲ごとの作者 は記 されていない。学校唱歌集 でも、作 曲者

の個人名が明記 されない習慣 があ り、軍歌集 もそれ を踏襲 した。収録 曲が流布 し

た形跡 はない。 しか し戦時中、あまた 出版 された軍歌の特徴 をよく捉 えてい るの

で、検討 を加 える。

第一編 の巻頭 歌 「ロシヤ征討 の歌」 は戦争 の 目的 を次 の よ うに定 めてい る。

「討 てや討て討 てロシヤ を討 てや わが東洋の平和 を乱す 敵 ロシヤを討て討て

討 てや わが帝国の国利 を侵す 敵 ロシヤ を討て討 て討 てや」。 これ に続いて、

満州 を不 当に領 有 し、韓国の国境 を侵 して東洋平和を乱 した とロシアを非難 し、

日本 の辛抱強い交渉 を譲 らなかったので、 「霹靂一声勅 は下 りぬ」.と 宣戦布告 を

正当化 してい る。 い うまで もな く、当時 の公式見解 そのままを七五調 に載せてい

る。 「討て」の連 呼か らは前のめ りの叫びだ けが聞 こえて くる。 日本 人作 曲の最

初 の軍歌 のひ とつ 「皇 国の守」(外 山正一作詞 ・伊 沢修二作 曲)に は、 「来れや

来れ」 「進 めや進 め」 の前例がある。 ヨー ロ ッパの愛国的な歌(特 に有名 だった

のは 「ライ ンの護 り」 と 「マルセイエー ズ」)に な らって、民 を行進 にたきつ け

よ うとす る とき、 このよ うな連呼が作詞者 の頭 に真っ先 に浮 かび上がったのだろ

う。

その後 に並べ られた実録物は、 日清戦争 の軍歌が作 り出 した定型 を引き継 いで

い る。 まず戦闘直前の叙情的な風景が述べ られ、やがて敵 の姿が現れ、激 しい激

突があ り、撃退 し、最後 に 日本軍を讃 える。 このよ うな起承転結 を多 くの歌が持
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っている。佐佐木信綱作 と明記 され た 厂第四回旅順 口攻撃 の歌」 を例 にとると、

起は 「旅順の空に星飛 びて ほのぼの明 くる夜 の海 老鉄 山の沖遠 く たなび き

渡る黒煙 」。 承は 「敵 の駆逐の六隻 と 見 るよ り甲の駆逐 隊 朝潮、霞、暁は

荒波蹴立て進 み行 く」 で、それ以 降、長 い戦 闘場面が描写 され る。 この歌には結

らしい結はないが、続 きを描 く 「第 七回旅順 口攻撃の歌」 は 「光そへたる 日の旗

は 煙吹き とく黄海 の 春風 にこそなび きけれ」の文句 で歌 を結んでいる。戦い

終 えて安 らぎが もどるとい うような結び は他 にも多い。琵琶の軍記物 に さかのぼ

る詩作法である。 明治 の他 の民衆的 な歌 と同 じよ うに、非常 に長大な詩 が印刷 さ

れてい るが、最後 まで歌われ るこ とはほ とん どかまった くなかっただろ う。詠む

ための歌 とい う意 味が大きかった と思 われ る。

『戦争唱 歌』 は高等小学校 の教室 で教 えるこ とを 目的 と していて、第二編 の

御 製(「 児 らはみ な 軍のにはにい ではてて 翁やひ と り 山 田もる らん」)に

は、 これ を 「奉掲 シ児童ヲシテ之 ヲ敬唱 シテ御盛徳 ノー端 ヲ感佩 シ益忠勇 ノ志気

ヲ発揮セ シメンコ トヲ期セ リ」 と注記 され、大元帥で ある天皇を戴 く戦であるこ

とを強調 してい る(こ れ には 「君が代」 と同 じ律音階の旋律 がつ いてい る)。 第

二編 の最後 は 「野戦病院」 と 「戦死者葬送」 となっていて、それ まで の勇壮 な死

とは相容れ ない悲 しげな情景 を詠 ってい る。前者では教会経 由で輸入 された 「リ

パ ブ リック讃歌」に似 た部分があ り、それ までの戦闘歌 と違 う雰 囲気 を作 り出 し

てい る。後者 は西洋的な フ レー

ズのイ短調 の旋律 で、 「感 ヲ以

テ 」 とい う珍 しい表 情指定 にふ

さわ しく、最後 にはフェル マー

タ と三連 符 を使 い、 もったいぶ

って終わってい る。 この よ うな

終 止 は 明治 の 曲 と して は 異例

だ 。 三 人 の作 曲家 の 合 作 な の

か 、輸入 曲の転用 なのか、調 べ

がっ かないが、 どち らの場合 で

も注 目に値 す る。前者 な らば 「

明治離れ 」 した作風 を既 に 日本

人 が 書 けた とい うこ とに驚 く

し、後者 な らば典拠 が気 にかか

る。楽譜 を掲 げてお くので 、読

者 の教示 を待 ちたい。 「戦死者

葬送」の歌詞は

目影 さび し く雲 愁 へ

木 木 の 梢 に風 む せ ぶ

み空 高 くも澄 み のぼ る

「吹 きなす笛 」 の楽 の音 や

あはれ あはれ あ一 あはれや

生 き て 帝 の 楯 と な り

死 して歴史の花 となる

大和 心をあ ざや かに
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輝か しつ るます らをや

あれ あはれ あ一あはれや

弾丸 を冒 して戦ひ し

君が現身今 あ らず

天翔 けるつつ遠 永 く

み国護 らん亡き霊(た ま)や

あはれ あはれ あ一あ はれや

大君のために捧げた命 とい う主題 は軍歌の大 きな柱だが、鎮魂 と表裏一体 にな

ってい る。死 を恐れぬ将兵を讃 える一方 、死 に報い ることを忘れない。海 軍でも

陸軍で も儀制 曲(礼 式曲)と して 「君 が代」 に続 いて第二号に大伴家持 にちなむ

「海 ゆかば」(有 名 な信時潔 の曲とは別)を 定 めてい る。 「戦死者葬 送」 では死

は 「大和心」に昇華 されている。 よく知 られ ているよ うに、 「大和心」 とその類

語 の 厂大和魂」 は国のた めの死 と不可分のモ ッ トー として戦争 中に濫用 された2。

曲中の 「吹きなす笛」は海 軍の葬礼歌で 「吹 きなす笛 のその音 も/捧 ぐる旗 のそ

の色 も/も のの哀 を知顔 に/け ふは ものこそ悲 しけれ … 」 とい う荘厳 な歌詞

を持っ。名誉の戦死者は海上で礼式に則 って送 られ 、見事 「歴史 の花」 となって

散 ってい った と詠 ってい る。 当時の 「歴 史」 は神話 時代 も含 まれていて、神武 天

皇の東伐以来の戦い の死者の系譜 に、 日露戦争 の犠牲者 を列 してい ると解釈 でき

る。 「戦死者葬送」 はま さに歴史の記録 のなかで しか花咲かなかった鎮魂 曲 とい

えるだろ う。

「橘中佐」

中世以来の戦記物 では英雄の活躍が人気 の柱 になってきたが、軍歌で もまた英

雄譚 は好まれた。面 白い ことに、死 して初めて軍歌に値す る英雄 になった。いい

か えれ ば、軍歌 は死せ る英雄 を讃 え る表現形式 と暗 に定 め られ ていた よ うだ。

「東郷元帥 を讃 える」 とい うような軍歌は書 かれなかった(彼 を讃 える詩 は発表

されたのだが)。 凱旋 の軍歌は多いが、そのなかに人名 を含む歌はない。乃木の

名 前を入れた詩 「水師宮 の会見」(佐 々木信 綱作)が 明治40年 代、 『尋常小学校

読本』 に掲載 されたが、曲がついたの は大正2年 、つま り彼の 自刃後 だった。生

きた個人 を表彰 しないのは、軍歌の不文律なのか もしれない。軍歌は無名 の兵の

勇ま しさや忍従 を讃 える一方で、英雄 の鎮魂、追悼の意味を強 く帯びている。

日清戦争 と同 じように、 日露戦争 は多 くの英雄 を生み出 し、その一人一人 に歌

が捧げ られた。 その うち橘少佐(戦 死後 中佐 に進級)は 、突撃 して山頂 を奪取 し

た ものの逆襲 を浴び、重傷 を負いなが ら死ぬまで部下の指揮 を執った とい う武勇

伝で知 られてい る。 軍歌 「橘 中佐 」(鍵 谷徳 三郎作詞 ・安 田俊高作曲)は 、この

戦争の最 も知 られ た英雄 に捧 げ られた 「広瀬 中佐 」 とな らんでよ く歌われた3。

「遼陽城頭夜はたけて 有 明,月の影す ごく 霧立 ちこむる高梁の 中なる塹壕声

た えて 目醒 め勝ちなる敵兵 の 胆驚 かす秋 の風」 と定型 どお りに戦闘前 の情景

を詠 う。有明の月、霧 、秋 の風 と琵琶歌 のよ うな舞台設定を作 って、いよいよ決

戦が始まる。その修 辞は新体詩が漢詩読み下 し文か ら血肉 とした対句、誇 張に満

ちてい る。 「漲 る水 を千仭 の 谷に決す る勢か 巌 を砕 く狂瀾 の 躍 るに似 たる

大隊は … 」、 「隊長怒髪天 を衝 き」、 「剣戟摩 して鉄火散 り」、 「伏屍 累々
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山を被い 鮮血漾々壕 に満つ」のよ うに。

こ うした型 どお りの表現 の他 に、将兵のセ リフが臨場感 を伝 える。講談、浪曲

の手法だが、七五調を崩 さないので、芝居 がかって聞こえる。 「雌雄 を決する時

な るそ この地 を敵に奪わるな とく うち払 えこの敵」、 「隊長傷 は浅か らず

暫 しここに」、 「隊長 われ はここにあ り 受けたる傷 は深か らず 日本男子の名

を思い 命 の限 りを防げよ」。傷の描写はかな りなまなま しい。 た とえば 「腰 は

破 片に砕 かれぬ」 「戎衣 をぬげば紅 の 血潮淋 り迸 る」 「屍 ふみ分 け壕 をとび」

な ど。 一部 の義太夫や 明治 の見世物小屋に共通す るグロテス クな趣 味とい えるだ

ろ う。 同時代 の聴 衆は こ うした表現 を不快 とは感 じなか った。 それ でいて、明治

の軍歌は 日本式の長音階で書かれていて、現在 の耳か らは壮絶 とい う感 じは受 け

ない(後 述)。 私の知 る限 り、昭和の軍歌にはこのよ うな残酷 な死体や戦場の描

写はない。受 け手の感性や表現のコー ドが変 わったよ うだ。

「戦友」

目露戦争期 に発表 された、もっと広 くいって明治大正期に発表 された歌のなか

で、最 も長 く歌われたのが 「戦友」である。作詞者真下飛泉(ま しもひせ ん)は 作

詞当時、明星派 に属す小学校教員で、京都 を中心に活動 し、後には京都市会議員

にまで出世 した4。 作 曲者の三善和気(か ず おき)は この時期 、飛泉 とよ く組ん

で歌 を公 刊 していた京都 の女学校 の音 楽教 師だった。後 には宝塚音 楽学校で教

えた こ ともあ る。 「戦友」 は 『学校 及家庭用言 文一致叙事唱歌』第 三篇(1905

年)と して明治38年9月 、京都 の五 車楼(御 幸町姉小路北入)よ り発表 され るや

大きな反響 を呼び、二年後の7月 には六七版 を数えた(国 会図書館所蔵本)。 この

『叙事 唱歌』 は 「出征 」か ら 「村長」まで全12篇 か ら成 る連作で、一年間にわた

って さみだれ式 に出版 された。主人公 は第5篇 にいたって武雄(後 に 「ます ら武

雄」)と 名づ け られた 「仮設 的理想人物」で、彼 が出征 し、負傷 を負 って凱旋帰

国 し、家族 に再会 し、その後 は病院 を慰問 し、戦友 の墓 を詣で、勲章 を得、実業

で成功 し、最後には村長 に推挙 され るまでを描いている。

第一篇 「出征 」の序 で、飛 泉 は 「私 がいつ も残 念に思 って ゐる事は、子供が

うたふ軍歌や唱歌の、 ことばがむつか しい為めに、 うたひつつ感興 に入 るといふ

様なのが少 ないこ とです」 と述べてい る。題名 の 「言文一致」はわか りやすい歌

詞 とい うぐらいの意味 で、唱歌の新 しい流れ だ った。 た とえば1900年 ごろか ら

「ももた ろ う」や 「浦島太郎」な ど、現在で も歌われ る年少者 向けの唱歌が作 ら

れた。 石原 和三郎や東 くめの ような作詞者、 田村虎蔵や滝廉太郎のよ うな作曲家

が作に 当た り、 日本語 と旋律 の以前 よ りもなめらかな結びつ きを探 った。 これは

その後の歌の表現 の幅 を広げる基礎 になった。飛泉 と三善 は子 どもっぽい内容で

はな く、大人の鑑賞 ・歌唱にたえ うる内容 を 目指 した。 「出征 」の 「私はい くさ

に行 きます る」 の 「ます る」が言文一致 とい えるか どうか、微 妙な ところだが、

第2篇 「露営」 の 「ごろ りと横 になっ たれ ど」の 「ごろ り」 の よ うな俗 な言葉

遣いはそれまでの唱歌 ・軍歌にはな く、飛泉の新境 地 といって よい。第3篇 「戦

友」で は、作詞 の技法 はさらに洗練 され てい る。その序 では 「教育勅語」の 「朋

友相信 じ」の趣意 を生か し、人 より聞いた実話 にもとつ くと記 され ている。作詞

者は将兵の慰労の気持ちをこの歌に込めた。 「今や平和が結ばれた今 日、愈々以て

将士の御苦労 を追懐す ることは、われわれの最 も誠実なる表彰 と信 じます」。初版
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はポーツマス条約締結一週間後の9月12日 で、厳密 にいえば 「戦後」の歌になる。

一ここはお国を何百里 離れて遠き満州の

赤い夕日にてらされて 友は野末の石の下

二思えばかなし昨日まで 真先かけて突進 し

敵を散々懲 らしたる 勇士はここに眠れるか

三ああ戦いの最中に 隣に居った此の友の

俄にハタと倒れしを 我は思わず駈け寄って

四軍律きびしい中なれど 是が見捨てて置かりょうか

「しっかりせよ」とだき起こし 仮包帯も弾丸の中

五折から起こる突貫に 友はようよう顔上げて

「お国の為だ 関(か ま)わ ずに 後れてくれな」と目に涙

六あとに心は残れども 残 しちゃならぬ此の身体

「それぢゃ行くよ」と別れたが 長の別れとなったのか

七戦いすんで日が暮れて さがしにもどる心では

どうぞ生きてて居て呉れよ 物なと言えと願うたに

人空しく冷えて魂は 故郷(く に)に 帰ったポケットに

時計ばかりがコチコチと 動いて居るも情けなや

九思えば去年船出して お国が見えずなった時

玄界灘に手を握り 名を名乗ったが始めにて
一〇それより後は一本の 煙草も二人わけてのみ

ついた手紙も見せ合 うて 身の上ぱなし繰りかえし
一一肩を抱いては口ぐせに どうせ命は無いものよ

死んだら骨(こ つ)を 頼むぞと 言いかわしたる二人仲
一二思いも寄らず我一人 不思議に命ながらえて

赤い夕日の満州に 友の塚穴掘ろうとは
一三くまなくはれた月今宵 心しみじみ筆とって

友の最期をこまごまと 親御へ送る此の手紙
一四筆の運びはつたないが 行灯のかげで親達の

読まくるる心思いやり 思わずおとす一雫

この歌詞が人々に愛 されたのは英雄的 な事蹟や軍神 を扱 うのではな く、名 もな

い兵士 のあ りふれた死 を扱 ってい る点 にある。 固有名詞 は満 州、 玄海灘 しかな

い。 そ こには美談で流す涙 とは本質 的に違 うものを人々は、 とりわけ肉親や友人

を失った者 は感 じたはず だ。昭和の文学 でい うな ら火野葦平 の 『麦 と兵隊』 、映

画でい うな ら田坂具隆の 『五人の斥候兵』 と共通す る 「ヒューマ ニズム」を体現

した。人 々はこの歌に 「真実味」を見いだ した。 これ は勇ま しさしか作 り出 さな

い新体詩 か らは生まれなかった。10番 、11番 は友情を越 えた関係 を連想 させ る。

「二人仲」 とい う語 を男性 の間で使 った歌は他 にはない。男の絆 を正面か ら讃 え

た近代 日本 で最初の歌だろ う。

12番 の 「思 い も寄 らず我一人 不思議 に命 なが らえて」 は、帰還兵 の心境 を

よ く言い表 している。彼 らには一般 に他の歌が歌 うよ うな凱旋 とい う誇 らしい気

持 ちよ りも、死線 を乗 り越えて生還 した、いいか えると死者 を置いて帰 って きた

とい う気持 ちが強かった。公的な慰霊 の他 に、私的に友 を偲ぶ ことが彼 らの心の
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とめ となった。 よ く 「死者 に申 し訳 ない」 とい う。 自分が死んで もおか しくなか

った状況で、運 良 く死なず に済んだ。 同 じ心向きは昭和の生還者 でもまった く同

じだった。14番 の親 の悲 しみに同情す る場面が重要 で、銃後 と前線 のつなが り、

家族 の絆を涙で描いた。
「戦友」は従来 の軍神物や戦記物 のよ うに、できご とを時間軸に沿 って展開す

るのではない。最初 に 「ここはお国 の何百里」 とい う途方 もな く遠 い満州、その

異国のイメージを 「赤い夕 日」で定着 させ、 「野末 の石の下」に眠る戦友の死 と

い う主題 を明確 に出 し、続い て最期 の別れ を切々 と歌い、続いて 「去年船出」 し

た時の出会 いをふ りかえ り、最後 に友 の家族に手紙 を したためる とい うところで

幕 を引いている。 この よ うなフラッシュバ ックの技法 は、それまでの軍歌や 唱歌

にはない詩 的な興趣 をかも しだ してい る。 口語体を十分 に生か して、 「しっか り

せ よ」 「それ ぢゃ行 くよ」 と人物 は話 し、別れの場面 を身近に している。二人 と

も 「目に涙」を浮かべている。 この一場 は楠 父子の桜井の別れ、熊谷直実の敦盛

斬首の場面の よ うに、剛の者 さえ死 の前で は泣 くこ とが許 される 日本の軍記物 の

長い歴 史に連 なる。それに追 い討 ちをかけるよ うに、持 ち主の死を知 らずに 「コ

チ コチ と」鳴 りっづ ける無情 な時計、 「二人わけての」んだ煙 草のよ うな小道具

の役割 も忘れ られ ない。特 に時計 の描写 では永遠 の時間と有限の命 の対比が巧み

だ。明治の歌詞 でこれだけ簡潔かつ的確 に他者の死 を経験 した者 、つ ま り生き残

った者 の鎮魂 の気持 ちを歌ったものはない。

「戦友」が愛 唱 されたのは、歌詞 のカ とならんで、悲壮感 の こもった優れ た歌

詞 にふ さわ しく、 ヨナ抜き短音階で書 かれた旋律 の力が大 きい。 これ は唱歌 とと

もに発 明 された ヨナ抜き長音 階(西 洋 の長音階 と在来 の五音音階の折衷)の 短調

版で 、 「美 しき天然」(田 中穂積 作 曲、1902年 ごろ)で たぶ ん初 めて用い られ

た。 この歌は佐世保 の軍楽隊長 が地元 の女学校のために書いたが、 日露戦争期 に

どれだ け知 られ ていたか、作 曲者 が 「戦友」 を作る ときにヒン トになったか どう

か確証は持てない(サ ーカスが客寄せ に使 って有名 になった とい うが、いっ ごろ

始ま った ことかは不 明)。 仮 に 「出征」や 「露営」 のよ うに長音階で書かれ てい

た な らば、 明治 大正には人気 のあった 厂元寇」や 「勇敢 なる水兵 」 と同 じよ う

に、昭和の音楽感 とず れて しまった こ とだろ う。 昭和 には短調 系の流行歌のカ

で、調性感が以前 にもま して国民に浸透 し、歌詞内容 と長調/短 調 の不一致 を認

めない感性が広 がった。 「戦友」 は明治 の歌 と しては例外的 にそれ が一致 してい

るために、昭和の聴衆の涙 をしぼることができた と思われ る。

興味深 い こ とに、元 の出版 譜で は 「軍 隊ぶ し」(兵 士が勝手 に節 をっけた歌

の俗称だ ろ う)で 歌 って もよい と長音 階の譜 も添え られてい る。 実は第一篇 「出

征」 で は三 善が 「軍隊で流行 ったの を少 しく改めて作 られ た」 と付記 されてい

る。地方青年層が ヨナ抜き長音 階で鼻 歌を歌 えるほ ど、洋楽的な響 きに馴染 んて

いた とい うことがわか り、当時の唱歌 教育浸透 をよく示 してい る(楽 譜通 りでは

な く歌い崩 されただろ うが)。 「出征 」を地久節(皇 后誕生 日)の 学芸会で歌っ

た ところ、 「多 くの人 が涙を流 してきいて下さった」 とい うし、その後 も遺族 が

これ を歌 って は 「毎 日涙」 と聞いてい ると序 にある。聴 くほ うも、素人が歌いだ

したよ うな節 に共感 した。飛泉 も三善 も普通 の人が歌 うのを想定 して、楽譜 を出

版 している。一般人は長音階にや っ と馴染 んだ ところで、短音階にはまだぴん と

来ない と作 曲家が考えたか らこそ、軍隊ぶ しの譜 も載せたのではないだろうか。
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琵琶歌

これ まで西洋音楽 の影響下で生まれた種 目を論 じてきたが、在来 の種 目もまた

戦争 を讃 える新曲を発表 した。最 も対応 しやすかったのが、戦いの詞章 を得意 と

して きた琵琶歌だろ う。予想がつ くよ うに、 旧来の修辞法 に新 しい地名 、人名 、

兵器 をはめこんだだけで、文学的な興趣 は湧いて こない。

『薩摩琵琶征 露新 曲』(津 島松渓編 、高 岡書店、1905年5.月)で は新 しい 曲よ

りも、敦盛 、大楠公 、曽我夜討、義士夜討 、宇治川先陣、石童丸 など既成 曲のペ
ー ジの方が多 く、 「新曲」集 と呼ぶのは水増 しの観がある。新 曲はまず 「天 津 日

嗣 の高御座 」 と詠い出す 「国体」に始ま る。 『戦争唱歌』 と同 じく、 日本 の正義

が序 曲のよ うに主張 される。軍記物の冒頭 で世 の行方、はかな さを述べ るの と同

じよ うな詩作法で、全体の大枠 を与 える。 中世 以来 の仏教的な世界観 を詠む琵琶

曲の伝統 と異な り、この琵琶 曲集 は近代の神道 に則 り 「君が御代」 のあ りがた さ

に重 きを置い ている。 一連 の新 曲の最後は 「錦 の御旗 」 で、 「国体」 と対 を成

す。 「国体」に続 く 「召集令 」は柱が傾 く 「賎 が家」 で、妻 と病床 の母が男 を涙

なが らに送 り出す情景 を描いている。 日清戦争で斃れ た父親の功に続 くた め、男

も 「君 と国 との為」に命 を顧 みない と決意す る。母 の涙 に琵琶歌の愁 嘆揚 の伝統

が引き継 がれているが、別離の哀 しみよ りも 「行 けや行 け行 け」 とい う激励 の涙

として描 かれ、上で挙 げた 「ロシア征討 の歌」 と同じ送 り出 しの連呼が聞こえて

くる。貧 しい一兵卒が主人公なのは この一 曲だ けで、後 は 「仁川海戦」 「河身偵

察」 「喇叭手」 「旅順 口」 「衛生隊」 「常陸丸」 などいつ もの戦記、英雄 、部 隊

が歌われている。いずれ も新体詩調 で、軍歌 と非常 に近い。琵琶歌 と軍歌 の近接

性 を示す例 は他にもある。津 島の 「広瀬 中佐」の山場 を引用す ると一

… 中佐は声を張上て 杉野いつくと呼びながら 戦友を思ふ真心に

弾雨の下も打忘れ 船の中まで尋ね行き 三たび船内捜索 し 引返せ

しが其時に 敵の巨弾に悼 しや 吟 「夜の嵐と果敢なくも 今を盛 りと

咲き匂ふ 我が敷島の桜花 花と其香を競ひつつ 渤海湾の海のべに

姿は見えずなりにけり」 血汐漂ふ艇内に 残るは哀れ肉一塊 ああ一

片の此肉は 是れぞ忠勇義烈なる 我が軍神の面影ぞ …

軍歌版の 「広瀬 中佐」(大 和 田建樹作詞)で は、同 じ場面が 「闇を貫 く中佐の

叫び/『 杉野は何処 杉野は居ずや』/船 内隈な く尋 ぬる三度/呼 べ ど答 えず さ

がせ ど見 えず … 」 と歌われている。類似の情景描 写が種 目を横 断 して表れて

いる。薩摩琵琶 らしいのは 「吟」の部分で、演者は最 も力 を込 めて詠唱 しただ ろ

う。叙事的な詞章がここでは急に叙情 的になる。 中佐 、戦友 、弾雨、捜 索、巨弾

とい うような近代語 を離れ、昔なが らの和歌 の語彙で この部分 は書かれている。
一音一シラブルの軍歌 では朗々 と吟ず るよ うな節回 しはない。琵琶や義太夫や浪

曲の悠長 な声 に慣れた耳か らすれば、せ かされ てい るよ うに感 じられただろ う。

いいかえれ ば、それが行進 に向いた所以で もあった。

詩吟と剣舞

『薩摩琵琶征露新 曲』 には 日露戦争前の曲 として、八 甲田山遭難 を詠 う 「吹雪

の敵」、 日清戦争の勝利 を讃 える 「台湾入 」が収録 されてい る。 どち らも瞬間蒸

発 しない程度 には人 口に膾炙 していたか らこそ収め られた と思われ る。偶然だが
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どちらも漢詩が しめくくりの場面で詠 まれてい る。 このよ うに琵琶歌 と漢詩は遠

か らぬ関係 にあ り、その先 に詩吟、剣舞 が控 えている。剣舞の人気 は 日清 目露期

が絶頂期 で、多 くの著作が出版 され てい る。漢詩 の読み下 しに身振 りをつ け、特

徴 ある節 回 しで吟ず る者 と真剣 を持 って舞 う者 とが二人で披露するのが基本で、

『征露剣 舞』(1904年5,月 、大阪、石塚晴男蔵、国会図書館所蔵)の 著者熱血散

士 は、冒頭 で文楽 の太夫 と人形遣 いの関係 になぞ らえてい る。 軍人、警察官 、

軍 国青年 らの宴席 が主な演技の場所 で、 図解 には制服 の男性(口 ひ げをよ くつ

けてい る)か 袴 の男性 が たいて いモ デル に選 ばれ た。振 り付 けの一例 と して

『剣 舞 独 習 図 解 』(井 口義 為 、 博 文 館 、 明 治37年5,月)の 「大 陸 西 伐 曲

(二)」 を見 る。

蹴破雪華千万重 大呼陥陣髪皆衝

黒龍西去鮮卑路 立馬興安第一峯

(蹴 り破 る雪華 の千万重 大呼陣を陥 しいれて髪皆衝 く
ベ リア)の 路 馬 を立てん 興安の第一峯)

黒龍西に去る鮮卑(シ

身振 りは詩 の 内容 を表 した り、体操 や剣道 の構 えの よ うであった り、慨嘆 の

ポーズであった りす る。図2に 示 した ように、 厂黒龍」で はやや下向きの人差指

で大河 を暗示 し、 「鮮卑路」では同 じ指 で 「西へ」 とい う毅然たる身振 りがっい

てい る(西 が客か ら見て左側 なのは地図の影響だろ う)。 い き り立つ よ うな振 り

付 けばか りでな く、同書の 厂大和魂 」では 「悪運尽きて滅亡」す るロシアが、醜

く、また尻餅をついた ような恰好で示 され てい る(176ペ ージ)。 勇ま しい動作が

続 くなかでは珍 しく、剣舞 の身振 り言語 の許す範囲での侮蔑の表現 といえる。

図2.剣 舞.

侮蔑 の替え歌

軍歌、琵琶歌が 日本の英雄 を大い に讃 えているのに対 して、ロシア侮蔑 をあ ら

わに した俗歌 も数多 く書かれ た。愛国心 を盛 り立て る以上に、敵 を貶める ことが

その 目的だった。 『風俗 画報』 は、 日露戦争 中、 「征露図会」 とい う特集 、そ し

て もっと露骨 な 『日ポ ンチ』(日 ボン地)と い う別冊 を発行 し、後者には知識人
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が敬遠 した ロシア愚弄の義太夫、謡曲、琵琶唄 、替 え歌、 ざれ歌が多 く掲載 され

ている(『 菅原伝授手習鑑』→ 『白旗戦死露兵鑑』、 『壷阪霊験記』→ 『ヘ ボ沙

汰敗軍記』、 『仮名手本忠臣蔵』→ 『痴(ば か)手 本痛心愚露』な ど)。 目の本

昇太夫演ずる新作 とふ ざけて、鶯亭金升が物 した 「ヘボ沙汰敗軍記」では、沢の

市 と妻お里をクロバ トキン とその妻 おハ トに入れ替 え(お ハ トはクロバ トキ ン→

ク ロバ ト→ 黒ハ トとい う語 呂合わせ か ら)、 敗残 の うろた えぶ りを茶化 して い

る。

駄目な無器用か、浮世が駄目か、駄目てう事と知りながら、死ねば済む

なる世中に、露西亜負振の赤恥や、たびたびの大凹み、ベタ負に、クロ

バ トキンと云 う愚将あ り、弱 りぬいたる攻撃iの、 トドの閉口や哈爾賓

の、胸より広き陣営の、防ぐつもりの営みに、妻のおハ トは健や(ま

め)か に、コックの手助け麺麭仕事、早く出せ との剣つくや、又買い物

を石盤の、こころ細さの暮なり、敵の声靴の音さえ身に染みて、迷い出

す程闇か ら闇へ、落ちて別るる妹背の中に 「オオ是は是はクロバ トど

の、遼陽を負け退てから哈爾賓投 して、好い御運ぢゃの、ホホホホ」

「オオおハ トか、其方アノ私が哈爾賓に居るを好い手段に見ゆるかや」

「アイナア」 …5。

髯 の敵将夫婦が町人 の俗な 口ぶ りで会話す るのがおか しい。 自分 たちの文化的

な参 照枠 に手なづけ、短縮形 のあだ名で矮小化 している。続 きのペー ジには謡 曲

「羽衣」 を借 りた 「クロバ トの羽ばたき」(20～21ペ ージ)も ある(金 升は 『明

治 のおもかげ』 に見 るよ うに下町の世事にたけた文筆家で、同時期 には 『団団珍

聞』 でも書きま くり、 日清戦争期 には 「ちゃんちゃん」侮蔑文を撒 き散 らした前

歴 がある)。 クロバ トキ ンは 「鈍な腹敗露(や ぶれ)軍 記 鳩 責の段」(壇 ノ浦

兜軍記 、琴責の段)で は完膚 なきまでに愚弄 され ている。

クロバ ト将軍髯面、今度狼狽して遼陽より、息急き俄に落ちとどまり、

遁げたのも智略と申し、哈爾賓城へ負逃げの、泣顔かくす無智怠慢、表

は陽気に見せかけて、胸は行んとさし迫る、こころの底のガタガタ物、

法螺で強がる露助 とは、 うろつく振に笑われた り、斯る折から日本の勇

将、三軍続々乗込み … 。

他愛ない文句だが、 日本国民 として、言葉遊び の才人 として得意満 面の作者 の

顔 が思い浮かぶ。金升 のふ ざけぶ りは 「琴責の段」 の原文 と戯れ文を並べ る とよ

くわかる(原 文は河竹登志夫 ほか監修 『名 作歌舞伎全集』第三巻、東京創元社、

1968年 か ら)。
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『日ボン地』

鉄の網手強しと雖も是を断らば破れなん、

露の国広しと雖も是に勝ば皆死なん、先を

制する事我が智に依れ り、然れば勇める旗

の手に、猶も非常に懲 しめの、鉾先強き奥

又野津、黒木方々の軍令に随い、破竹の勇

士 日本兵達後備予備の大軍にして、寄手は

武備のよき整頓わたくしの争い無く、忠義

かわらぬ十寸鑑:、無類の名誉ぞ輝ける

原文

鳧(か も)の 脛(は ぎ)短 しと雖 も是 を継

が ば 憂 えな ん。 鶴 の脛 長 しと雖 も是 を断 た

ば悲 しみ なん。 民 を制す る事 この理 に ひ と

し。 され ば治 ま る 九重 に 、猶 も非 常 をい ま

しめの 、水 上 清 き堀 川御 所 、 当 時鎌 倉 の厳

命 に従 い、 秩 父 の庄 司 次郎 重 忠 、禁 裡 守護

の代 官 と して 、兼 ねて は村 民 の公 事 裁 判私

の計 らい な く、道 に く も らぬ 十寸 鏡 、 智仁

の勇 士 とか がや け り

原文の漢文調 の構文 を守 りなが ら、 「鉄の網」を破 る 日本軍賛美 に書 き換 え ら

れている6。 露→鶴 、寄手→兼ねて、水上清き→鉾先強 き、秩父→破竹な ど語 呂合

わせ を随所 にかま しこの段の詠い 出 しを 日露戦争 に置 き換 えてい る。 当時の読者

に とって義太夫語 りが どれほ ど身近 で、一言片句、記憶 されていたかが うかが え

る。

義太 夫 くず しのほかに、民謡 、小唄、唱歌 な ど身近 な歌は どれ もロシア侮蔑

の替 え歌 に転用 されてい る。語 呂合 わせ、誇張、卑猥語 、侮蔑語 を満載 し、気 晴

らしの性格 が強 い。替 え歌、戯れ歌 は町人 の座 興の伝統 にあ り、 どんな時事的話

題 も混ぜ っ返 して料理 されてきた。戦争 ほ ど大 きな話題 は珍 しく、大衆 ジャーナ

リズ ムが これ一色 に染まったのは不思議で はない。 た とえば大阪南地 では土佐 民

謡 「ヨサ コイ節」 をもとに、 「ロシ ャコイ」 と歌われた(1904年2月10日 付 『読

売』)。

鷲 の 羽 ば た き只 だ音 ば か り、 今 に 手 取 りに して 見 し ょ う、 ロ シ ャ コ イ

ロシ ヤ コイ

ク ロバ ト殺 す に ゃ 豆 鉄 砲 よ 、 ア レキ シー フ は 一 ひ ね り、 ロ シ ャ コ イ

ロシ ヤ コイ

清 韓 助 け て 露 西 亜 を ば 斃 し、 世 界 の 平 和 を背 負 て 立 つ 、 ロ シ ャ コ イ

ロシ ヤ コイ

鷲 は ロシア帝 国の象 徴 として よく使 われ た。かつ ては大いに はばたいていた

が、今や翼 をもがれ て地 に堕ちた と否 定的 な意味合いで、ちょ うど清 国が老いた

獅子や虎 にた とえ られ たのに対応 す る。沈 む大国 と昇 る小 国の対比は、帝 国主義

的な侵攻 を正 当化 し、体格的な劣等感 を吹 き飛 ばす よ うな修辞だ った(『 日ポ ン

チ』第 二号 には 「桃太郎鷲征伐」が ある)。 厂黒鳩」の愚弄 が生 きて くるのも、

背後 に鷲の象徴が控えているか らだろ う。

戦争 の少 し前に作 られた大流行 曲 「鉄道唱歌」(1900年)に はいろいろな替 え

歌が作 られたが、ハル ビン陥落 にちなんだ ヴァー ジ ョンが 『日ボ ン地』 に発表 さ

れてい る7。

汽笛一声哈爾賓を はやクロバ トは遁れたり

あたまの上に降りそそぐ 弾丸にいのちを縮めつつ

にげるバイカル辺までも 夢中周章た鳩ポッポ

兵は逃げても逃げ残る 尚万人の上までも

あとよりつづく白旗を 出したも見えて負 〔け〕ひとし
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野辺のあなたに押寄 〔す〕る 旗は朝 日か我兵か(以 下略)

愛宕→ あたま、雪は消 えて も消 え残 る→兵 は逃げて も逃げ残 る、 とい うよ うな

原詞 にちなんで替 えた詩句 もあるが、大部 分は七五調 で敵兵 を嘲っただけでそれ

ほ ど妙味 はない。 この他、数え唄や端唄の替 え歌 も作 られた。 ここでもまた 「黒

鳩」がおちょくられている8。

「征露一つとや節」
一つとや 非道の欲から露西亜国が東洋平和を破壊なし

連戦連敗お気の毒

二つとや 深いたくみの黒鳩もアレキシエフも泣面で

露帝を胡麻化す大駄法螺

三つとや 見る者聞く人露西亜国の無法を怒ぬ国もない

世界は日本に同意 して

四つとや 寄せ来る浪間の海戦に露国の軍艦粉なみじん

旅順の藻屑と消え失せる

五つ とや いつれ其のうち陸戦も日本の手なみ辟易し

露都に白旗たつの年

「梅は咲いたか」

網は張ても堅めはヘマかいな、露兵ぞろぞろ落ち次第、旅順は二度 目に

又陥落万歳な

(元の詞は 「梅は咲いたか桜はまだかいな 柳やなよなよ風次第 山吹

や浮気で 色ばっかりションガイナ」)

後者の端唄の作者(た ぶん金升)は 「新 曲なんぞ と粋 がったの よりも替唄の道

化 たのが宜い、何 うせ ドンチャン騒 ぎの中だか ら」 と書いてい る。新 曲 とはたぶ

ん軍歌の ことだろ う。堅苦 しい新体詩は 「粋 が っ」ているだ けで覚 えに くい。そ

れ よ りも替え歌のほ うが馴染みやすい。 芸術 味や格調 よりも一同騒 げる ところに

戯作 の真髄があった。佐佐 木信綱 と鶯亭金升を両端 とす る戦時期の歌の 「品格」

のスペク トラムが描 けそ うだ。

ロシア人侮蔑 の文句 に羞恥か激怒 を覚 える人 もい るかも しれない。 しか し日清

戦争 中の中国人侮蔑 に比べればまだ手ぬ るい。 直接的な侮蔑語 としては 「露助」

より他 にない。清 国人 に対す る 「ちゃん ちゃん坊主」 「豚尾漢」ほ ど悪辣 な語 は

まだ 目にしていない。 日清戦争 中は 「ちゃんち ゃん」を表紙 に堂々 と記 した替 え

歌集 が多数出版 され たが、 「露助」 を題 に掲げた書籍はまだ見つ けていない。幕

末の居留地があった時代か ら、 「ちゃん ちゃん」 とい う軽蔑語(特 に弁髪 が奇妙

な風習 と映 った)は 記録 されていて、白人 に対す る屈辱感 を彼 らに投射 した とい

う説 がある。 日清戦争 はそれ を爆発 させた。 ロシア人に対 してはその よ うな前史

はな く、白人 に対す る萎縮が民衆の心持 ちに潜在 していたのかも しれない。 それ

は戦後 の李鴻章 とステ ッセルのイメー ジの違い にも反映 しているよ うだ。清 国代

表に対 しては敗者扱 い しか していないのに対 して、 ロシア軍 の代表 に対 しては、

敗れ た りとい えど勇敢 な武将 と報道 された(敗 軍 の将 に対す る同情は軍記物 以来

の伝統 である)。 乃木 を神格化するため とはい っても、西洋人 に対す る抜き差 し

がたい劣等感の現れ とい えないだろ うか。
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「ハモる」 ロシア捕虜への敬意

人 々は ロシア人 を侮蔑 しなが らも、 どこかで侮 りがたい人種 として小 さな留

保 を示 していた。 日清戦争 時には敵 国人 に対す る敬意がま った く見 られ なかった

の と対照的に、ロシア人を愚弄す る全体的な風潮 のなかで、思わず敬意 を洩 らす

場面 もあった(紫 花投 「姫 路の俘虜 」、1904年8月28日 付 『読売』)9。 それ に

よると、 日本兵 が 厂丁度割栗石 の上 を荷車が通 る様 な調子」の 「銅鑼声」で薩摩

琵琶 よろ しく軍歌 を怒鳴る しか ない のに対 して、ロシア兵は 「中々巧妙な」二部

合唱で、夕食前 の讃美歌を歌 ってい る。二部合 唱は当時、音楽教 育を受 けた少数

者か、せ いぜ い賛美歌の指導者 しか歌 えず、非常に高度 な技術だった(現 在で も

「ハモれ る」のは合唱経験 の豊か な人 に限られている)。 筆者 は文盲で無教養 な

捕虜がそれを習得 しているのに感心 した。 くや しいが、彼 らのほ うが音楽的に進

歩 してい ると認 めた。彼 はその背後 にある宗教心に言及 し、 日本 は国家観 念のみ

で忠孝愛国を教 えてい るが、宗教 を加味すべきであると考 えている。神道 教育の

徹底やキ リス ト教教育の必要性 を説 いているのではなく、ば くぜ ん と 「宗教」や

「信仰」に憧れ ているよ うだ。生活習慣 に滲み こんだ信心ではな く、祈祷 の よ う

な明確なかたちで持っ精神 的な生活様式 に憧れているよ うだ。 当時、青年層 に広

が っていた トル ス トイ熱や 大正時代 の ミレー敬愛 と共通の根を持 つ。憧れてはみ

て もす ぐには入信 につなが らず 、清 らかな想像に留 まっていた ところに、 日本 の

宗教(あ るいは無宗教)の 特徴 がある(現 在のキ リス ト教風婚礼や ク リスマス騒

ぎにつなが る)。 すば らしき信仰 にはそれ に見合 った文明的な二部合唱がついて

い る。それが紫花投 には羨ま しかった。 日露戦争 の少 し前、東京音楽学校長渡辺

龍聖は キ リス ト教 が音楽的なのではな く、音楽がキ リス ト教的である とい う韜晦

な論 を述べている10。 もちろん校長 は西洋音楽 を念頭 にお いて音楽を語っている

が、 キ リス ト教の内実は取 り除けてもその外見だけは取 り込みたい、それが彼 の

「音楽」普及 の要 点だった。軍楽 隊や学校唱歌の導入 にあたって、キ リス ト教 の

要素は慎重に排 除 されたが、捕虜 との直接 の接触 は改 めて、西洋音楽の宗教的な

基礎 とキ リス ト教の音楽的基礎が不可分 であることを印象づけた。

おわりに

本論 は 日露戦争 にちなむ歌か ら、明治 の音楽文化 のあま り知 られ てこなかった

側面 を明るみにだ した。手持 ちの言葉 と音楽のイデ ィオ ムで、感 情を煽 り立てる

だ けの 目的 と機能 を持つ 曲に、一流 の歌人 か ら巷 の粋人までが手を染 めた。 「戦

友」以外は泡沫的で、遺産 と呼べ る ものはほとん どないか も しれない6だ が際物

で あっても戦争景気 の一端を担 い、印刷 されて残 った。戦争 に利 する と認め られ

た か らこそ、楽譜や詞章は続 々 と出版 され た(今 の ところ反戦歌は見つかってい

ない)。 大量の軍歌集は戦時音楽 史の一部 であると同時に、戦時出版史の一部 で

ある。

定型性 を どの よ うに理解 す るかは、際物 の分析の要点 になるだろ う。戦場や英

雄 の七五調描写 を新聞記事な ど散 文 と比較す るのは新体詩や琵琶歌の詩作法を見

る上で興味深い。決ま り文句は即席 量産 の決 め手だった。 ロシア人に対す る嘲笑

を江戸 時代以来の戯作 の精神で見直す こともで きる。 フロイ ト的には嘲笑は奥深

い不安 を隠 した り、一時的に帳消 しにす るはた らきがあるが、果た して当時の 日
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本 国民 が心底、敵国民を どう考 えていたのか、替 え歌は軍歌か らは漏れて こない

心 向きを暗示 しているかもしれない。

日露戦争期の歌はほとん どが忘れ られて しまったが、まだ考察すべきテーマに

満 ちている。果た して ロシアでも 日本 ほど無数 の際物、侮蔑のふ ざけた文句が出

版 され たのか、 厂国民の品格」 を知 る うえで興味深い。戦争が帝政 か ら革命 へ と

い うロシア政治の重大な動きに影響 を及ぼ した ことはよく知 られているが、音楽

文化 では どうだったのか。 日本 では戦後、西洋 の音楽 は一段 と弾みをつ けて都市

文化 に浸透 していった(日 比谷公 園や天王寺公 園の軍楽隊奏楽、帝国劇場のオペ

レッタ、 ヴァイオ リンやマ ン ドリンの普及、 クラシ ックの レコー ド販売 など)。

ロシアでは 日本ほ どは大 きな分 岐点ではなかった と推測す るが、実際は どうだっ

たのか。太平洋戦争期 の 日米のプ ロパ ガンダ映画の比較(清 水晶ほか 『日米映画

戦』青弓社、1991年)に な らって、 日露歌合戦 を学術的に組織す ると、 日露戦争

期の音楽文化 を多角 的な視点で見直す こ とがで きるだろ う。本稿はその素材提供

になれ ば、小 さな役割 を果 た した といえる。
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